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地球惑星科学委員会 IUGG 分科会 IAVCEI 小委員会 (第 24 期・第 5 回) 
議事録 

 
 

1. 日時 令和 2 年 6 月 24 日（水） 13:30～14:30 
2. 会場 遠隔会議（主催会場：防災科学技術研究所） 
3. 出席者： 中田節也（防災科研）・井口正人（京大防災研）・市原美恵（東大地震研）・上田英樹

（防災科研）・篠原宏志（産総研）・清水 洋（九大大学院）・山岡耕春（名大大学院）・西村太

志（東北大大学院）・森田裕一（東大地震研） 
4. 欠席者：中川光弘（北大大学院） 
5. オブザーバー：石塚治（産総研）・中道治久（京大防災研） 
 
6. 配布資料 

資料１：地球惑星科学委員会IUGG分科会IAVCEI小委員会(第24期・第4回)議事録 

資料２：IUGG分科会の活動報告 

資料３：次世代火山研究・人材育成プロジェクト 

資料４：アジア火山コンソーシアム 

資料５：今後の会議予定 

 

7. 議事概要 

（１）地球惑星科学委員会IUGG分科会の報告 

・中田委員長より、地球惑星科学委員会 IUGG 分科会の最近の活動について報告があった。 

・山岡委員より、地球惑星科学委員会の活動についてコメントがあった。 

（２）次世代火山研究・人材育成総合プロジェクトの動向 

 ・清水委員より、「次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト」について、新型コロナの影

響のため、研究運営員会や総合協議会が開催されていないことと課題 B2-1 が B4 に統合され

今年度末で終了する予定であることが報告された。 

  ・森田委員より、次世代火山推進事業で予定されている火山観測が新型コロナの影響でできな

くなっているとの報告があった。 

  ・西村委員より、火山研究人材育成コンソーシアムについて、新型コロナの影響のため、今年

度ストロンボリ火山で行う予定の International School of Volcanologyは中止される予定

だが授業はオンラインで問題なく行っているとの報告があった。また、フィリピンで開かれる

予定の第５回フィールドキャンプとシンガポールの南洋理工大学で開かれるワークショップ

は開催未定との説明があった。 

（３）アジア火山コンソーシアムの動向 

  ・井口委員より、2019 年 10 月 28 日-11 月 2 日に台湾で開催された第４回フィールドキャン

プの報告があった。また、フィリピンで開かれる予定の第５回フィールドキャンプは、開催が
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難しいのではないかとの説明があった。 

（４）その他の活動報告 

・石塚氏より、火山に関する海洋研究における国際連携の動向について説明があった。IODP関

連では、伊豆小笠原、ケルマデック、レスアンティレスなどで掘削が行われ、今後はアイスラ

ンド沖などの掘削が予定されているが延期された。また、IODP以外では、JAMSTECの白鳳丸で

南大西洋やサンドイッチ島弧の掘削が行われたが、今年度は外航が中止されているとの説明

があった。 

・中道氏より、6 月 5 日(日本時間)にオンラインで開催された IAVCEI ECR (early-career 

researchers) - Net working groupのパネルディスカッション（Working at observatories 

- Part 1: the Pacific region）について説明があった。 

（５）新型コロナ感染状況下における活動について 

  ・井口委員より、6月にギリシャで開催が予定されていた Cities on Volcanoes 11は 9月に

延期されたが、実際に開催するかどうかはまだ決まっていないとの報告があった。また、2021

年 2月にニュージーランドで開催が予定されていた IAVCEI Scientific Assemblyは、2022年

1月に延期されたとの報告があった。 

  ・山岡委員より、10 月に開催予定の火山学会について説明があった。名古屋大学で現地開催

するかオンライン開催するかは決まっておらず、現地開催するとしても会場は入場制限され、

懇親会は行われないとの報告があった。 

・市原委員より，外国の研究機関に異動するポスドクや学生が，世界的に足止めを受けている

状況に関して，IAVCEI として議論が行われているかどうかの質問があったが，特に情報はな

かった． 

（６）来期への申し送り事項について 

 ・前期からの申し送り事項の達成状況について確認し、引き続き、火山噴火予知研究や次世代

火山プロジェクトなどを推進し、日本の火山研究の発展に資することとした。 

  ・市原委員より、来期の本委員会は火山噴火予知研究に留まらず火山学会の広い分野網羅した

構成にすべきとの発言があった。 

（７）今後の会議予定 

・中田委員長より、資料５に基づいて今後のスケジュールについて説明があった。 
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